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中
　
山
　
創
　
太

　
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
製
作
さ
れ
た
漆
工
芸
品
に
は
、
西
洋
製
版
画
を
意
匠
に

採
る
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
職
人
た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
注
文
に
応
じ
て
、
版
画
に
み
ら
れ
る
描
写
を
、
漆
工
芸
品
の
装
飾
技

法
で
あ
る
蒔
絵
や
螺
鈿
な
ど
に
置
き
換
え
て
表
現
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
伝
統
的
な
日
本
の
漆
工
芸
品
と
西
洋
の
絵
画
表
現
と

が
混
在
し
た
東
西
文
化
の
接
触
と
変
容
を
物
語
る
作
品
と
い
え
る
。

　
本
稿
で
は
、
神
戸
市
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
青
貝
細
工
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
ア
モ
ー
ル
図
煙
草
入
れ
」、「
青
貝
細
工
異
国
教
会
図
箱
」
の
原
図
と
考
え

ら
れ
る
作
品
を
提
示
し
、
西
洋
製
版
画
を
意
匠
に
採
る
輸
出
漆
器
研
究
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

は
じ
め
に

　
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
注
文

に
応
じ
て
製
作
さ
れ
た
輸
出
漆
器
に
は
、
西
洋
製
版
画
を
意
匠
に
採
る
作
例
が

散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
版
画
に
み
ら
れ
る
描
写
を
、
蒔
絵
や
青
貝
細
工
と

い
っ
た
漆
工
芸
品
の
伝
統
的
な
装
飾
技
法
を
用
い
て
写
し
取
っ
た
も
の
で
、
ま

さ
に
東
西
の
表
現
が
混
在
し
た
美
術
作
品
の
一
つ
と
い
え
る
。

　
西
洋
製
版
画
を
意
匠
に
採
る
輸
出
漆
器
の
は
じ
ま
り
は
、
一
七
八
七
年
か
ら

翌
年
ま
で
出
島
に
滞
在
し
た
医
師
ヨ
ハ
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ト
・
ス
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル

の
日
記
に
あ
る
以
下
の
文
章
が
一
つ
の
証
左
と
な
っ
て
い
る

（
一
）

。

　
　�

聖
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
風
景
と
馬
上
の
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
十
五
世
。
こ
れ
ら
の

原
図
を
彼
ら
（
日
本
人
）
に
も
た
ら
し
て
制
作
を
試
み
た
の
は
余
が
最
初

で
あ
る
。（
中
略
）
ま
た
余
が
依
頼
し
た
他
の
作
品
、
た
と
え
ば
海
の
合

戦
図
な
ど
も
す
こ
ぶ
る
傑
作
で
鑑
賞
に
価
す
る
。

　
職
人
た
ち
は
、
注
文
主
か
ら
原
図
を
直
接
手
渡
さ
れ
、
そ
こ
で
細
か
い
指
示

を
受
け
て
製
作
を
進
め
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
肖
像
画
、
戦
闘
図
、

西
洋
風
景
図
な
ど
を
題
材
に
採
る
西
洋
製
版
画
を
意
匠
に
写
し
取
っ
た
プ
ラ
ー

ク
、
プ
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
室
内
装
飾
品
が
国
内
外
で
現
存
し
て
お
り
、
当
時
の

人
気
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

【
研
究
ノ
ー
ト
】

輸
出
漆
器
を
彩
る
西
洋
製
版
画
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る
。
同
図
の
下
部
に
は
金
平
蒔
絵
で
「V

enus caressant l'A
m

our.

（
ア
モ
ー
ル
を

愛
撫
す
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）」
と
読
め
る
。
図
の
天
地
に
は
、
貝
片
に
赤
と
黄
色
の
伏

彩
色
を
施
し
た
花
模
様
が
彩
り
を
添
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
同
様
の
装
飾
技
法

で
、
器
体
側
面
に
配
さ
れ
る
の
は
５
つ
の
菱
形
で
表
さ
れ
た
花
卉
文
。
十
八
世
紀

後
半
か
ら
伏
彩
色
を
用
い
た
螺
鈿
装
飾
を
採
る
作
例
が
多
く
み
ら
れ
る
中
で
、
本

器
は
比
較
的
早
い
時
期
に
作
製
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
五
）

。

　
次
に
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
ア
モ
ー
ル
図
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
本
図
は
天
蓋

付
き
の
ベ
ッ
ド
で
戯
れ
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
モ
ー
ル
を
表
し
た
も
の
。
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
の
膝
上
に
は
、
番
の
鳩
、
矢
に
射
ら
れ
た
心
臓
の
よ
う
な
も
の
も
添
え
ら

れ
て
い
る
。
両
者
の

姿
は
、
貝
片
を
切
り

取
っ
て
二
人
の
姿
を

シ
ル
エ
ッ
ト
状
に
象

り
、
伏
彩
色
の
技
法

で
貝
の
裏
面
か
ら
墨

線
で
表
し
て
い
る
。

伏
彩
色
と
は
、
貝
片

の
裏
面
か
ら
青
、
赤
、

黄
な
ど
の
染
料
や
顔

料
で
彩
色
し
、
さ
ら

図１　青貝細工ヴィーナスにアモール図

　　　煙草入れ　神戸市立博物館蔵

　
神
戸
市
立
博
物
館
の
漆
工
芸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
南
蛮
人
な
ど
の
意
匠
を
採

る
国
内
向
け
の
漆
器
と
と
も
に
、
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
々
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
製
作
さ
れ
た
輸
出
漆
器
を
中
心
に
構
成

さ
れ
る
。
開
館
以
来
、
当
館
の
基
本
テ
ー
マ
で
あ
る
「
国
際
文
化
交
流
、
東
西

文
化
の
接
触
と
変
容
」
の
も
と
収
集
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
西
洋
製

版
画
を
意
匠
に
採
る
作
例
も
こ
こ
に
含
ま
れ
て
お
り
、
す
で
に
諸
氏
の
研
究
に

よ
っ
て
典
拠
と
な
っ
た
西
洋
製
版
画
が
特
定
さ
れ
て
き
た
の
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る

（
二
）

。
近
年
、
国
内
外
の
博
物
館
、
図
書
館
な
ど
の
施
設
が
展
開
す
る
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
に
よ
り
、
現
地
に
行
か
ず
し
て
も
、
ネ
ッ
ト
上
で
作

品
画
像
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
江
戸
時
代

の
洋
風
表
現
を
採
る
美
術
作
品
の
典
拠
と
な
る
西
洋
製
版
画
が
、
様
々
に
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
本
稿
で
は
、
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
に
て
開
催
し
た
「
輸
出
漆
器

（
三
）

」

の
準
備
、
な
ら
び
に
そ
の
後
の
調
査
で
判
明
し
た
意
匠
の
典
拠
作
品
を
提
示
し
、

輸
出
漆
器
研
究
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

一
、青
貝
細
工
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
ア
モ
ー
ル
図
煙
草
入
れ（

四
）（

新2000-056

）

　
銅
板
に
黒
漆
を
焼
き
付
け
た
煙
草
入
れ
（
図
１
）。
角
の
丸
い
方
形
の
天
板
の
形

状
に
沿
う
よ
う
な
縁
取
り
や
天
板
中
央
の
長
方
形
の
窓
枠
に
は
螺
鈿
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
る
。
天
板
に
は
、
青
貝
細
工
で
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
モ
ー
ル
の
図
が
配
さ
れ
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図２　VVENUS QUI CARESSE L'AMOUR
　（アモールを愛撫するヴィーナス）

ドイツ・ドレスデン版画素描美術館蔵

図３　Venus and Cupid

　（ヴィーナスとアモール）

ウクライナ、オデッサ東洋西洋美術館蔵
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こ
と
が
わ
か
る
（
図
４
）。
ま
た
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
、
ア
モ
ー
ル

と
も
に
、銅
版
画
の
特
徴
的
な
陰
影
表
現
の
一
つ
、ク
ロ
ス
ハ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
を
写
し
取
っ
て
、
懸
命
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
職

人
の
姿
勢
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
で
、
煙
草
入
れ
の
意
匠
と
原
図
と
の
相
違
点
も
み
ら
れ

る
。
ベ
ッ
ド
に
敷
か
れ
た
布
地
の
裾
部
分
は
、
銅
版
画
で
は
ト

リ
ム
と
呼
ば
れ
る
房
状
の
装
飾
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
煙
草
入

れ
で
は
そ
の
描
写
は
省
略
さ
れ
て
、
蒔
き
暈
し
に
よ
っ
て
微
細

な
金
粉
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ッ
ド
の
脚
部
分
を
み
る
と
、
銅
版
画

で
は
線
描
を
連
ね
た
ハ
ッ
チ
ン
グ
技
法
を
用
い
て
、
対
象
の
凹
凸
を
描
き
出
し

て
い
る
。
煙
草
入
れ
の
同
部
分
は
、
平
蒔
絵
で
輪
郭
線
が
引
か
れ
、
枠
内
は
蒔

き
暈
し
で
埋
め
ら
れ
る
の
み
で
、
平
面
的
な
描
写
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
よ
う
（
図
５
）。
本
作
に
お
い
て
も
、
岡
泰
正
氏
の
「
手
本
と
し
た
銅
版

と
し
て
活
躍
し
た
イ
タ
リ
ア
人
画
家
ポ
ン
ペ
オ
・
バ
ト
ー
ニ

（P
om

peo G
irolam

o B
atoni

／
一
七
〇
八
―
八
七
）
の
油
彩
画

「V
enus and C

upid

」
を
指
摘
で
き
る
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
オ
デ
ッ

サ
東
洋
西
洋
美
術
館
蔵
、
図
３
）。
図
様
が
左
右
反
転
は
し
て

い
る
も
の
の
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
モ
ー
ル
の
姿
態
か
ら
も
、
原

図
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
典
拠
と
な
っ
た
銅
版
画
と
煙
草
入
れ
の
図
様
を
比
較
す
る
と
、

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
モ
ー
ル
の
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
描
写
に

簡
略
化
が
み
ら
れ
る
点
は
否
め
な
い
。
加
え
て
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
髪
飾
り
、
イ

ヤ
リ
ン
グ
な
ど
の
省
略
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
顔
貌
や
胸
部
に
設

け
ら
れ
た
ハ
イ
ラ
イ
ト
部
分
は
、
点
描
が
連
ね
ら
れ
る
の
み
で
、
上
手
く
陰
影

表
現
を
処
理
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
顔
貌
を

み
る
と
、
左
頬
付
近
に
は
線
描
を
連
ね
て
陰
影
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
て
い
る

図４　�ヴィーナスの顔貌

　　　�ヘアースタイル、耳飾りなどの細部に

差異が見られる。

図５　�寝具の脚

　　　��金蒔絵によって表現しているが、平板

化している。
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画
の
描
線
を
、
注
文
者
の
意
図
を
受
け
て
、
か
な
り
忠
実
に
写
し
と
ろ
う
」
と

し
て
い
る
も
の
の
「
工
匠
が
理
解
で
き
な
い
表
現
に
戸
惑
い
を
示
し
て
い
る
部

分
が
多
々
み
う
け
ら
れ
る
」
と
い
う
指
摘

（
九
）

が
該
当
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
大
き
く
異
な
る
の
は
、「V

enus caressant l'A
m

our.

」
の
字
体
で
、

煙
草
入
れ
は
筆
記
体
、
銅
版
画
は
ブ
ロ
ッ
ク
体
で
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

銅
版
画
の
異
版
の
存
在
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
存

在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
注
文
主
の
指
示
の
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
の
検
討

課
題
の
一
つ
と
し
た
い
。

二
、
青
貝
細
工
異
国
教
会
図
文
箱（
新1991-034
）

　
蓋
の
天
板
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
「V

U
E

 D
E

 L
A

 C
H

A
P

E
L

L
E

 D
E

 R
IL

A
Y

（
リ

レ
イ
教
会
の
眺
め
）」と
読
め
る
教
会
図
を
意
匠
に
採
る
文
箱（
図
６
）。
天
板
は
、

細
い
貝
片
を
繋
い
で
、
三
重
の
方
形
枠
を
設
け
て
、
そ
の
内
側
に
教
会
図
を
配

す
る
。
器
体
の
側
面
に
は
、
伏
彩
色
を
施
し
た
青
貝
細
工
の
折
枝
文
が
、
短
辺

に
三
カ
所
、
長
辺
に
五
カ
所
、
そ
れ
ぞ
れ
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
蓋
を
開
く
と
黒

漆
塗
り
の
筆
入
れ
や
褐
色
の
革
を
施
し
た
小
机
が
収
ま
る
。
左
側
面
に
は
、
上

部
の
ピ
ン
金
具
を
引
き
抜
く
と
、
出
し
入
れ
が
可
能
と
な
る
抽
斗
が
付
く
。
抽

斗
の
内
部
は
惣
黒
漆
塗
り
、
底
面
は
梨
地
の
蒔
絵
装
飾
で
彩
ら
れ
て
い
る
。

　
蓋
の
天
板
に
施
さ
れ
た
教
会
図
（
図
７
）
は
、
四
十
枚
程
の
貝
片
を
パ
ズ
ル

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
構
成
し
、
伏
彩
色
を
施
し
た
青
貝
細
工
に
よ
っ
て
表

図６　�青貝細工異国教会図文箱

　　　�金蒔絵によって表現しているが、平板化し

ている。

さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
央
に
は
、三
角
錐
形
の
尖
塔
を
も
ち
、入
口
付
近
に
ア
ー

チ
状
の
装
飾
が
あ
る
教
会
が
配
さ
れ
る
。
こ
の
教
会
を
中
心
と
し
て
、前
景（
画

面
左
側
）
の
野
道
に
は
馬
車
や
馬
に
乗
っ
て
行
き
来
す
る
人
々
、
後
景
（
画
面

右
側
）
に
は
山
々
を
確
認
で
き
る
。
画
面
上
部
の
空
は
、
微
塵
貝
を
散
ら
し
た

装
飾
で
、
青
貝
細
工
と
は
対
照
的
に
黒
漆
地
の
色
味
を
活
か
し
た
表
現
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
画
面
右
側
に
は
赤
銅
粉
を
蒔
い
て
表
さ
れ
た
小
川
が
み
え
る
。

　
伏
彩
色
に
着
目
す
る
と
、
貝
片
の
裏
面
か
ら
彩
色
は
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
墨

線
の
み
が
引
か
れ
て
い
る
。
教
会
や
画
面
左
の
松
の
木
に
は
、
ク
ロ
ス
ハ
ッ
チ

ン
グ
の
よ
う
に
線
描
を
連
ね
て
、
陰
影
表
現
が
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
馬
や
三
人
で
語
ら

う
人
物
の
衣
装
を
み
る

と
、
一
部
墨
で
塗
り
つ

ぶ
し
た
よ
う
な
箇
所
も

見
受
け
ら
れ
、「
青
貝

細
工
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア

モ
ー
ル
図
煙
草
入
れ
」

と
は
、
異
な
る
表
現
を

採
っ
て
い
る
こ
と
は
明

確
で
あ
る
。
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図８　「リレイ教会の眺め（VUE DE LA CHAPELLE DE RILAY）」

　　　『スイスでの１ヶ月、あるいは旅人の記憶

　　　（原題“Un mois en Suisse ou souvenirs d'un voyageur”）』スイス・ETH 図書館蔵

図７　�青貝細工異国教会図文箱の天板部分

　　　異国教会図の下部には、「VUE DE LA CHAPELLE DE RILAY」とある。
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輸
出
漆
器
を
彩
る
西
洋
製
版
画

（É
douard-H

enri-T
héophile Pingret

／

一
七
七
八
―
一
八
七
五
）
に
よ
る
も
の
。

　
挿
図
は
リ
ト
グ
ラ
フ
（
石
版
画
）
で
、
エ
ッ

チ
ン
グ
の
よ
う
に
線
を
連
ね
る
の
で
は
な
く
、

色
の
濃
淡
で
対
象
の
陰
影
を
表
現
し
て
い
る
。

リ
ト
グ
ラ
フ
版
は
、
文
箱
の
教
会
図
と
は
異
な

る
陰
影
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
銅
版
画
に
よ
る
異
版
の
存
在
を
想
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
リ
ト
グ
ラ
フ
版
と
文
箱

図 9　�教会部分

　　　風見鶏の有無、尖塔の形状などに差異がみられる。

図 10　�人物部分

　　　 �リトグラフにある画面手前の犬や後景の２人組

は、文箱では判然としない。騎乗する人物や馬

車などには、墨が擦れている箇所がみられる。

一方で、文箱の人物や地面には、リトグラフに

はみられないハッチングによって陰影が表わされ

ている。

本
図
の
原
図
と
し
て
、
一
八
二
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た

『
ス
イ
ス
で
の
１
ヶ
月
、
あ
る
い
は
旅
人
の
記
憶
（
原
題“

U
n m

ois en S
uisse 

ou souvenirs d'un voyageur”

）』
収
載
の
「V

U
E

 D
E

 L
A

 C
H

A
P

E
L

L
E

 D
E

 

R
IL

A
Y

（
リ
レ
イ
教
会
の
眺
め
）」
を
提
示
し
た
い
（
図
８
（
一
〇
））。

著
者
は
サ
ゼ

ラ
ッ
ク
・
ヒ
ラ
ー
ル
（Léon H

ilaire Sazerac

／
生
没
年
不
明
）、
挿
絵
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
石
版
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ピ
ン
ク
レ
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で
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
擦
れ
た
よ
う
な
描
写
は
、

②
騎
乗
す
る
人
物
、
④
馬
車
な
ど
に
も
散
見
さ
れ
る
。
文
箱
の
道
の
描
写
に
着

目
す
る
と
、
平
行
線
が
連
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
擦
れ
た
よ
う
な
箇
所
も
確
認

で
き
る
。
線
描
を
連
ね
て
陰
影
を
施
す
エ
ッ
チ
ン
グ
と
は
異
な
り
、
リ
ト
グ
ラ

フ
で
は
色
の
濃
淡
を
つ
け
る
こ
と
で
微
妙
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
出
し
、
陰

影
を
表
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
文
箱
の
擦
れ
た
よ
う
な
描
写
は
、
典
拠

と
な
る
リ
ト
グ
ラ
フ
か
ら
図
様
を
写
し
取
る
際
に
、
職
人
が
そ
の
表
現
を
巧
く

理
解
で
き
ず
に
処
理
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

リ
ト
グ
ラ
フ
版
を
み
る
と
、
②
騎
乗
す
る
人
物
は
、
犬
に
餌
を
与
え
て
い
る

様
子
、
③
帽
子
を
被
っ
た
女
性
、
④
馬
車
の
進
行
方
向
は
画
面
後
方
に
向
か
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
後
景
に
目
を
や
る
と
、
二
名
の
人
物
が

描
か
れ
て
い
る
。
文
箱
の
同
部
分
は
、
判
然
と
し
な
い
シ
ル
エ
ッ
ト
が
確
認
で

き
る
の
み
で
、
典
拠
が
な
け
れ
ば
そ
れ
が
何
な
の
か
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
文
箱
に
表
現
さ
れ
た
人
物
像
は
、
原
図
か
ら
の
写
し
崩
れ

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

文
箱
を
み
る
と
、
周
囲
の
山
、
画
面
右
端
の
人
物
も
同
様
に
、
ク
ロ
ス
ハ
ッ

チ
ン
グ
、
線
描
、
点
描
を
用
い
た
り
、
円
形
を
い
く
つ
に
も
連
ね
て
表
現
し
た

り
す
る
な
ど
、
リ
ト
グ
ラ
フ
版
と
は
異
な
る
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
山
々
の
前

後
関
係
も
破
綻
し
て
い
る
箇
所
も
み
ら
れ
、
画
面
の
空
間
表
現
の
処
理
が
上
手

く
で
き
て
い
な
い
。
文
箱
の
画
面
上
部
の
空
に
は
、
リ
ト
グ
ラ
フ
版
に
あ
る
雲

の
意
匠
の
相
違
点
を
中
心
に
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
は
じ
め
に
教
会
部
分
を
み
て
い
く
と
、
リ
ト
グ
ラ
フ
版
で
は
、
教
会
の
手
前

の
尖
塔
は
多
角
錐
の
形
状
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
述
の
通
り
文
箱
の
意
匠
で
は

円
錐
と
な
っ
て
い
る
（
図
９
）。
尖
塔
の
陰
影
表
現
に
着
目
す
る
と
、
前
面
下

部
に
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
、
左
部
に
ハ
ッ
チ
ン
グ
で
対
象
の
陰
影
を
付
け
て
い
る
。

リ
ト
グ
ラ
フ
版
に
は
尖
塔
の
先
端
に
風
見
鶏
を
確
認
で
き
る
が
、
文
箱
で
は
省

略
さ
れ
て
い
る
。
画
面
奥
の
鐘
塔
先
端
に
あ
る
円
形
の
装
飾
は
、
文
箱
に
は
み

ら
れ
な
い
。
ア
ー
チ
状
の
装
飾
の
あ
る
柱
の
傍
に
は
、
リ
ト
グ
ラ
フ
版
に
は
二

名
の
人
物
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
文
箱
で
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
他
、
リ

ト
グ
ラ
フ
版
を
み
る
と
、
正
面
上
部
に
は
時
計
が
付
い
て
い
る
点
や
、
後
方
の

鐘
塔
に
鐘
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
文
箱
で
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
次
に
画
面
左
側
の
道
を
行
き
か
う
人
々
を
、
①
家
族
と
推
測
さ
れ
る
三
人
、

②
騎
乗
す
る
人
物
、
③
帽
子
を
被
っ
た
女
性
、
④
馬
車
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
比
較
を
行
い
た
い
（
図
10
）。
ま
ず
、
①
家
族
と
推
測
さ
れ
る
三
人
を

み
る
と
、
中
央
の
男
性
は
リ
ト
グ
ラ
フ
版
で
は
左
手
に
杖
と
思
し
き
も
の
を

持
っ
て
い
る
が
、
文
箱
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
女
性
、
子
ど
も
と
も
に
顔
貌

な
ど
は
、
文
箱
で
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
墨
で
塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
に
し
て
、
簡

略
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
文
箱
に
描
か
れ
る
男
性
の
上
着
や
女
性
の

前
掛
け
な
ど
に
ハ
ッ
チ
ン
グ
技
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
衣
服
の
一
部

に
は
擦
れ
た
よ
う
な
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
、
職
人
は
当
該
部
分
を
彩
色
の
濃
淡
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の
描
写
は
み
ら
れ
な
い
。
文
箱
で
は
、
梨
地
の
よ
う
に
微
細
な
貝
片
を
散
ら
す

こ
と
で
空
間
を
埋
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
リ
ト
グ
ラ
フ
を
典
拠
と
す
る

輸
出
漆
器
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
エ
ン
グ
レ
ー

ヴ
ィ
ン
グ
技
法
を
中
心
と
す
る
銅
版
画
に
比
較
し
て
、
そ
の
量
は
少
な
か
っ
た

と
推
測
さ
れ
る

（
一
一
）。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
文
箱
に
み
ら
れ
る
伏
彩
色
の

表
現
は
、
当
時
の
職
人
が
リ
ト
グ
ラ
フ
の
描
写
を
、
蒔
絵
、
青
貝
細
工
の
装
飾

技
法
に
置
き
換
え
る
た
め
に
試
行
錯
誤
し
た
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
文
箱
に
記
さ
れ
る
文
字
は
、
リ
ト
グ
ラ
フ
版
と
同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
体
で
、

忠
実
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
文
箱
に
配
さ
れ
た
「
リ
レ
イ

教
会
の
眺
め
」
は
、
リ
ト
グ
ラ
フ
版
の
異
版
が
存
在
す
る
可
能
性
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
図
様
そ
の
も
の
は
『
ス
イ
ス
で
の
１
ヶ
月
、
あ
る
い

は
旅
人
の
記
憶
』
に
収
載
さ
れ
る
「
リ
レ
イ
教
会
の
眺
め
」
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
製
の
版
画
が
基
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
青
貝
細
工

を
用
い
た
輸
出
漆
器
は
、
十
九
世
紀
半
ば
頃
、
一
八
四
〇
年
前
後
に
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
一
二
）。『

ス
イ
ス
で
の
１
ヶ
月
、
あ
る
い
は

旅
人
の
記
憶
』
の
刊
行
は
一
八
二
五
年
で
あ
り
、
刊
行
後
間
も
な
く
日
本
に
も

た
ら
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
「
青
貝
細
工
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
ア
モ
ー
ル
図
煙
草
入
れ
」「
青
貝
細

工
西
洋
教
会
図
文
箱
」
の
意
匠
の
典
拠
と
さ
れ
る
西
洋
製
版
画
を
提
示
し
た
。

し
か
し
、
図
様
や
表
現
方
法
は
完
全
に
一
致
し
て
は
お
ら
ず
、
異
版
の
存
在
が

示
唆
さ
れ
る
。
先
述
の
と
お
り
ネ
ッ
ト
上
で
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
に
伴
い
、

図
様
の
典
拠
を
比
較
的
探
索
し
や
す
く
な
っ
た
も
の
の
、
版
画
か
ら
漆
器
へ
と

敷
き
写
し
に
し
た
の
か
ど
う
か
な
ど
、
製
作
工
程
に
関
す
る
考
察
な
ど
は
行
え

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

輸
出
漆
器
の
中
で
も
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
製
作
さ
れ
た
西

洋
製
版
画
を
意
匠
に
採
る
作
例
は
、
版
画
の
表
現
方
法
を
、
い
か
に
蒔
絵
や
青

貝
細
工
な
ど
の
装
飾
技
法
に
置
き
換
え
て
い
る
の
か
が
魅
力
の
一
つ
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
作
品
を
み
る
こ
と
で
、
海
外
と
の
情
報
が
限
ら
れ
て
い
た
中
で
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
製
作
に
取
り
掛
か
る
当
時
の
職
人
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
今
日
で
は
典
拠
と
な
る
版
画
か
ら
忠
実
に
コ
ピ
ー
が
で

き
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
写
し
崩
れ
」
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ

な
い
。
一
方
で
、
そ
の
点
に
当
館
の
基
本
テ
ー
マ
で
あ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収

集
の
指
針
と
な
る
「
国
際
文
化
交
流
、
東
西
文
化
の
接
触
と
変
容
」
の
か
た
ち

を
見
出
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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一�

　
高
野
明
翻
訳“

A
rkhiv A

N
 S

S
S

R
, f. 1, op. 2.1975, 4.” 

／ 

高
野
明
「
十
八

世
紀
の
日
本
工
藝
品
『
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
風
景
』（
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
旧
蔵
）」『
日

本
歴
史
』
二
三
号
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
）
よ
り
引
用
。

二�

　
当
館
所
蔵
品
の
銅
版
画
を
意
匠
に
採
る
輸
出
漆
器
の
原
図
特
定
に
関
す
る
論
文

は
次
の
通
り
。

　�

　C
.J.A

.

ヨ
ル
グ
「
オ
ラ
ン
ダ
向
け
の
日
本
製
漆
器
に
つ
い
て
―
西
洋
風
の
形
態

と
装
飾
に
つ
い
て
―
」（『
栄
光
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
と
日
本
』、
朝
日
新
聞
社
文
化

企
画
局
大
坂
企
画
部
、
一
九
九
三
）。

　�

　
日
高
薫
「
肖
像
図
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
の
原
図
に
関
し
て
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告
』
第
一
二
五
集
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
六
）。

　�

　
松
田
清
「
輸
出
蒔
絵
肖
像
プ
ラ
ケ
ッ
ト
の
典
拠
ド
ゥ
ル
ー
・
デ
ュ
・
ラ
デ
ィ
エ

著
『
欧
州
貴
顕
録
』
に
つ
い
て
」『
近
世
科
学
技
術
のD

N
A

と
現
代
ハ
イ
テ
ク

に
お
け
る
我
が
国
科
学
技
術
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
』（
文
部
科
学
省

特
定
領
域
研
究
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
第
８
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員

会
、
二
〇
〇
七
）。

三�

　
二
〇
二
一
年
四
月
三
日
（
土
）
か
ら
五
月
二
十
三
日
（
日
）
に
、
二
階
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
示
室
に
て
開
催
。
な
お
、
展
示
時
に
「
蒔
絵
ル
ネ
宮
殿
プ
ラ
ケ
ッ
ト
」

（
新1985-244

）
に
つ
い
て
、
裏
面
の
文
字
表
記
が
異
な
る
た
め
に
異
版
の
存
在

を
仄
め
か
し
な
が
ら
も
、J.B.

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
フ
ォ
ン
・
エ
ル
ラ
ッ
ハ
著
『
歴

史
的
建
築
物
の
意
匠
（
原
題
：E

ntw
urff E

iner H
istorischen A

rchitectur
）』
の

挿
図
「D

om
us aurea N

eronis

」
が
典
拠
の
可
能
性
が
あ
る
旨
を
指
摘
し
た
。
し

か
し
、
日
高
薫
「
風
景
図
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
の
原
図
と
技
法
に
つ
い
て
」『
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
二
五
集
［
共
同
研
究
］
学
際
的
研
究
に
よ
る
漆

文
化
史
の
構
築
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
二
一
）
に
よ
っ
て
、
よ
り
意
匠

に
近
い
典
拠
作
例
と
し
て
『
フ
ラ
ン
ス
版

　
普
遍
史
』（
初
版
は
イ
ギ
リ
ス
に
て

一
七
三
六
年
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
は
一
七
四
三
―
一
八
〇
二
年
に
刊
行
）
に
収
載
さ

れ
る
「P

alais de N
eron

（
ネ
ロ
宮
殿
）」
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と

と
も
に
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

四�

　
資
料
名
の
下
に
付
し
た
（

　
）
内
の
「
新0000-000

」
は
、
当
館
の
収
蔵
番

号
を
意
味
し
て
い
る
。

五�

　
勝
盛
典
子
「
研
究
資
料
伏
彩
色
螺
鈿
再
考
―
技
法
と
史
的
資
料
か
ら
」『
美
術

研
究
』
第
四
二
七
号
（
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
九
）。

六�

　
中
に
は
、
当
館
所
蔵
の
「
青
貝
細
工
出
島
家
屋
図
煙
草
入
れ
」（
新1996-

104

）
の
よ
う
に
、
貝
片
の
裏
面
だ
け
で
な
く
、
表
面
か
ら
も
墨
線
を
引
く
こ
と
で

銅
版
画
が
持
つ
立
体
的
な
表
現
に
迫
る
作
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

七�

　
田
淵
可
奈
「
作
品
解
説
62
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
ア
モ
ー
ル
蒔
絵
螺
鈿
煙
草
入
」『
特

別
展
交
流
の
軌
跡
―
初
期
洋
風
画
か
ら
輸
出
漆
器
ま
で
』（
公
益
財
団
法
人
香
雪

美
術
館
、
二
〇
一
九
）、
一
二
二
頁
を
参
照
。

八�

　
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
・
ド
レ
ス
デ
ン
版
画
素
描
美
術
館
（K

upferstich-kabinett

）

所
蔵
本
を
底
本
と
し
た
（
所
蔵
番
号
はA 85637

）。

　�

な
お
、S

taatliche K
unstsam

m
lungen D

resden O
nline-C

ollection

　（https://skd.

m
useum

）
に
て
画
像
付
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
一
年
十
月
九
日
閲
覧
）。

九�

　
岡
泰
正
「
江
戸
時
代
後
期
の
漆
工
品
に
見
る
洋
風
表
現
に
つ
い
て
」『
國
華
』

第
一
三
二
三
号
（
國
華
社
、
二
〇
〇
六
）、
七
頁
か
ら
引
用
。

一�

〇
　
本
稿
で
は
ス
イ
ス
・ETH

図
書
館
（E

T
H

 L
ibrary

）
所
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

な
お
、
同
書
はE

-rara

（https://w
w

w
.e-rara.ch

）
で
、
フ
ル
テ
キ
ス
ト
が
公
開

さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
一
年
十
月
九
日
閲
覧
）。

一�

一
　
前
掲
書
九
に
お
い
て
、
岡
氏
は
「
青
貝
細
工
肖
像
図
煙
草
入
れ
」（
個
人
蔵
）

の
典
拠
と
し
て
、
コ
ン
テ
素
描
か
石
版
画
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

一�

二
　
日
高
薫
『
日
本
の
美
術
十
二

　
海
を
渡
っ
た
日
本
漆
器
Ⅱ
（
十
八
・
十
九
世

紀
）』
四
二
七
号
（
至
文
堂
、
二
〇
〇
一
）
を
参
照
。

【
挿
図
の
出
典
】

図
１
、６

　
神
戸
市
立
博
物
館

図
２�

ド
イ
ツ
・
ド
レ
ス
デ
ン
版
画
素
描
美
術
館
よ
り
提
供
。
図
４
、
図
５
の
部
分
図

は
、
本
デ
ー
タ
を
加
工
。

図
３�

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
オ
デ
ッ
サ
東
洋
西
洋
美
術
館
よ
り
提
供

図
８�

ス
イ
ス
・ETH

図
書
館
よ
り
提
供
。
図
９
、図
10
の
部
分
図
は
、本
デ
ー
タ
を
加
工
。

※
そ
の
他
、
図
４
、
図
５
、
図
７
の
部
分
拡
大
図
は
筆
者
撮
影
に
よ
る
。




